



















































戦前の directmethodや戦後の intensivelanguage teaching, audiolingual method とか










lation methodの weakpointとも関連するものであることは言をまたない． 日本語をいちいち



























様の主張を収飲したのが今の communicativeapproachである．この communicativeapproach 

























modelには今までの grammartranslation method, direct method, audiolingual method, cogni圃










り，格を出でてはじめて自在を得ベし・ J （芭蕉《祖翁日記》）で， communicativeapproachに
は出来合いの教授法がないからといっても，独りよがりの経験主義に毒づかれたものであって






り，格を出でてはじめて自在を得ベLJ である.Communicative approachは， grammartrans聞





へ，「破J から「離」へと進み thefunctional notional method (communicative methodの別名）
が生まれたと言えよう．





























































(5) 練習の基礎単位は単語や匂や文ではなく， あるまとまりを持つ文章， contextのあるもの
である
これは communicationの原則とも関連するが，教室での学習活動は一斉教授ではなく， pair

















































まず， たくさん習ってから実践へ， というのが普通の考え方であるが， communicative ap同
proachでは実践は最良の練習とみなしている． まちがえながらも自分の会話能力や作文能力を





教室の Decentralization 169 
学校には夏休みと冬休みがある．筆者はこの chanceを利用して学習者の一人一人と日本語







このほかに， 日本の perトfriends との文通を提唱している． 日本の民間団体などから peト
friendsを求めてくることがあり， また筆者の日本人の友人に高校などの先生をしている方がい




贈のお礼を書いたのがきっかけでできた perトfriendsである． Communicative approach の
“Language use is creative. L2 learning, like L1 learning, begins with the needs and in・



















































教室の Decentralization J7I 
は日本 Canon主催の大連日本語弁論大会や日本潜陽駐在総領事館主催の日本語弁論大会があり
毎年参加するが，前記の通り筆者の日本語学習者の言語素質は理想的ではない.1週1コマ（1コ
マは 100分）の聴解や会話の授業では， 学習者の伝達能力を高めることはむずかしい． それで筆
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